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(1) 試験開始の合図があるまで，問題用紙を開いて中を見てはいけません。 

(2) 問題用紙は，この表紙を含めて４ページあります。 

(3) 解答用紙の指定の欄に，受験番号，氏名を記入しなさい。 

(4) 問題は，全部で３問あります。３問全てに答えなさい。 

(5) 解答は，必ず解答用紙に記入しなさい。 

(6) 問題用紙の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。 

(7) 試験終了後，問題用紙及び下書き用紙は，持ち帰ってください。 
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（試験問題は，4ページからです。） 
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（試験問題は，4ページからです。） 
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ひん 

ふかん 

次の文章を読んで，以下の問１～問３に答えなさい。 

 

気候変動については，世界各地で様々な気象災害が発生している中，問題解決に向けた行

動は不十分であり，気温上昇を 1.5℃に抑えるために世界全体で更なる対策が必要です。生

物多様性の損失においても，気候変動による影響に加えて，地球上の種の絶滅の速度の加速，

需要の増加や技術の進歩による過剰利用や，（１）里地里山の管理不足等により生態系のバラ

ンスが崩れ，生態系サービスの恩恵を受け続けることが今後困難になる可能性が高く，それ

を食い止めるために適切な対策を講じる必要があります。全体として，地球規模での人口増

加や経済規模の拡大の中で，人間活動に伴う地球環境の悪化はますます深刻となり，地球の

生命維持システムは存続の危機に瀕しています。 

こうした全体像を俯瞰的に把握していくことが重要です。人間活動による地球システム

への様々な影響を客観的に評価する方法の一例として，（２）地球の限界（プラネタリー・バ

ウンダリー）という注目すべき研究があります。この研究によれば，地球の変化に関する各

項目について，人間が安全に活動できる範囲内にとどまれば人間社会は発展し繁栄できる

が，境界を越えることがあれば，（３）人間が依存する自然資源に対して回復不可能な変化が

引き起こされるとされています。2015 年と 2022 年の研究結果を比べると，種の絶滅の速

度と窒素・リンの循環に加え，新たに気候変動と土地利用変化，新規化学物質が不確実性の

領域を超えて高リスクの領域にあるとされました。 

 

出典：環境省「令和 5 年版 環境・循環型社会・生物多様性白書」より一部抜粋し，一部改

変 

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r05/pdf/full.pdf 

 

（注）生態系サービス：生態系がもつ機能の内，人類の利益になる機能 

生物地球化学的循環：地球上の物質が生物および無生物の間を移動し，循環すること 

 

問１ 下線部（１）について，「今後困難になる」とは具体的にどのようなことか，100 字

以内で述べなさい。 

 

問２ 下線部（２）について，窒素の生物地球化学的循環はすでに高リスクの領域にあると

されている理由を 200 字以内で述べなさい。 

 

問３ 下線部（３）について，今後このような「変化」を引き起こさないためにはどのよう

にすればよいか，あなたの考えを 300 字以内で述べなさい。 
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